
 

第２回岡山県各種商品小売業最低賃金専門部会 

議 事 要 旨 

 
１ 日 時 

   令和８年 10月 16日（金） 午前 10時 00分～ 

 

２ 場 所  

   岡山市北区下石井１丁目４番１号 

    岡山第２合同庁舎 ３階会議室 

 

３ 出席者 

   公 益 委 員 ： ３人 

   労働者側委員 ： ３人 

   使用者側委員 ： ３人 

 

４ 審議事項 

 （１）特定最低賃金改正決定の必要性の有無について 

  

５ 議事要旨 

（１）特定最低賃金改正決定の必要性の有無について 

岡山県各種商品小売業最低賃金改正決定の必要性の有無について審議さ 

れ、前回に引き続き労使双方の委員から、以下の意見が述べられた。 

  【労働者側の意見要旨】 

   ・特定最賃はパート・アルバイトにも影響する。組織内アンケートでも

賃上げ、一時金改善を望む声は非常に多い。非正規労働者、非組織の

労働者の処遇改善にも結び付けていきたい。 

   ・労働者一人当たりの売上は伸びているが、人員が増えないなかで、一

人当たりの負荷が大きくなっている。募集をしても応募がない状況に

ある。この要因は賃金のみではないが、人材確保、産業として継続し

ていくためにも賃上げは必要である。 

  【使用者側の意見要旨】 

   ・賃上げがすべてではなく、福利厚生、就労環境の整備を含めて対応、

引き続き努力していきたい。 

・従来からの議論の継続であり、使用者側として従来の主張に変わりは 

ない。慎重に検討した結果として必要性ありの結論には至らない。 

（２）改正決定の必要性について 

労使双方から意見が述べられた後、必要性の有無について意見の一致が

見られず、「必要性なし」との結論となることを本審に報告することが確認



 

 

された。 

（３）全会一致に至らず、必要性有りとの結論に達し得なかったことが決議さ 

れ、報告書を作成した。 

 

６ 配布資料 

  ・2026年８月 全国百貨店売上高概況等 

  ・中国地域百貨店・スーパー販売動向（2026年７月速報） 

  ・職業別（常用）有効求人・求職の状況（販売従事者） 

 

７ 報告書 

・岡山県各種商品小売業最低賃金の改正決定の必要性の有無に関する報告 

書（案） 


